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未来のエネルギーを探りに行こう！

足寄町次世代エネルギーパークが

４月からスタートします

昨
年
10
月
、
足
寄
町
は
経
済
産
業
省
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
か
ら
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ

ー
ク
」
に
認
定
さ
れ
、
４
月
か
ら
本
格
的
に

動
き
出
し
ま
す
。 

今
月
は
私
た
ち
の
身
近

に
存
在
す
る
「
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
町

内
に
あ
る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ

た
施
設
」
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
っ
て
？

　

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
と
は
、
誰
も

が
実
際
に
見
た
り
、
触
れ
た
り
し
な
が
ら
、

太
陽
光
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と

し
た
次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
）
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
施
設
で
す
。

　

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
は
、
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
が
認
定
し
、
足
寄
町
を
含
め
道

内
５
カ
所
、
全
国
で
48
カ
所
が
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
（
平
成
25
年
３
月
現
在
）。

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

　

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
は
、
太
陽

光
や
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
資
源
が
枯
渇

せ
ず
、
繰
り
返
し
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
を

排
出
し
な
い
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

こ
と
で
す
。

再生可能エネルギーの種類

発電分野

●太陽光発電　　　　●風力発電

●バイオマス発電　　●水力発電

●地熱発電　　　　　●海洋エネルギー発電

熱利用分野

●太陽熱利用　　　　　　　●雪氷熱利用

●バイオマス熱利用　　　　●温度差熱利用

●地中熱利用　　　　　　　●空気熱利用

燃料分野

●バイオマス燃料製造

▼
足
寄
町
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
の
特
徴

　

行
政
面
積
の
83
％
を
占
め
る
豊
富
な
森
林

資
源
や
冬
季
で
も
多
い
日
照
時
間
、
家
畜
か

ら
出
る
ふ
ん
尿
な
ど
、
本
町
に
は
豊
か
な
自

然
が
生
み
出
す
多
様
な
資
源
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
を
有
効
に
活
用
し
、
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
し
て
い
る
施
設
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
類

や
施
設
方
面
別
に
５
つ
の
見
学
モ
デ
ル
コ
ー

ス
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
訪
れ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入
れ

た
地
球
環
境
に
優
し
い
町
と
し
て
町
内
外
に

情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
団
体
や
教
育
機
関
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
観
光
・
教
育
の
場
と
し
て
の

利
用
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

見
学
モ
デ
ル
コ
ー
ス

①
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
熱
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

コ
ー
ス

②
太
陽
光
発
電
コ
ー
ス

③
温
泉
熱
利
用
コ
ー
ス

④
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
コ
ー
ス

⑤
雪
氷
熱
・
バ
イ
オ
ガ
ス
コ
ー
ス

次世代エネルギーパーク施設紹介▼▼ ▼ ▼

森林バイオマス

雪氷熱・バイオガス

温　泉　熱ペレットストーブ

　町内産カラマツ材を使用

した庁舎。木質ペレットボ

イラーや空調設備（アース

チューブ）、電気自動車を

見学できます。

【所在地】

　北１条４丁目48番地１

役場

　地下に真冬の冷気を閉じ

込め、翌年の夏場まで農産

物を保冷する施設。保冷に

必要なのは換気扇を動かす

わずかな電力のみです。

【所在地】

　螺湾本町９番地３

農業農村活性化施設

　家畜ふん尿を嫌気性の微

生物が分解し、発生するメ

タンガスを製造・収集する

施設。ガスは、発酵槽の加

温などに利用されています。

【所在地】

　螺湾43番地７

新妻牧場バイオガスプラント

太陽光発電

　校舎屋上に出力20ｋＷの

太陽光発電システムを設置。

通常時の使用のほか、災害

時等の予備電源としての活

用も想定しています。

【所在地】

　里見が丘４番地４

足寄中学校

　温泉を館内の暖房として

使用するほか、使用後温度

の下がった温泉水は、温水

プールの保温浴として利用

されています。

【所在地】

　里見が丘７番地

総合体育館

　家庭や事業所で導入可能

なペレットストーブやペレ

ットボイラーの実機を展示。

また、導入に関するアドバ

イスも受けられます。

【所在地】

　西町６丁目１番地３

マルショウ技研㈱ショールーム

　保育園と子育て支援セン

ター機能を備える施設。町

内産カラマツ材を使用した

建物で、木質ペレットボイ

ラーを見学できます。

【所在地】

　北３条１丁目５番地

子どもセンター

　林地残材を主原料とした

カラマツ材によるペレット

の生産現場を見学できます。

木質ペレット製造工場とし

ては道内最大級です。

【所在地】

　芽登本町17番地

芽登木質ペレット製造工場

※各施設の見学時間や見学

時の注意事項など、詳し

くはお問い合わせくださ

い。

※本町では、環境に優しい

再生可能エネルギーの利

用促進を図るため「家庭

用太陽光発電システム」

「ペレットストーブ」導

入に対する補助を行って

います。

【見学の申し込み・詳細】
役場経済課林業商工観光室

地域資源エネルギー担当

☎25－２１４１内線252
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ペットの飼育は責任を持って
犬や猫などのペットは、人の心を和ませたり、楽しませたりしてくれることから、

家族の一員やパートナーとして飼う人が多くなっています。

その一方で、一部の心ない人による不適正な飼い方により近隣に迷惑を掛けたり、

動物を安易に捨てたりするなどさまざまな社会問題を引き起こしています。

ペットを飼うときにはルールとマナーを守り、人と動物が触れ合える潤いのある社会を

つくっていきましょう。

詳　細　　役場住民課住民室住民生活担当

☎２５－２１４１内線２２５

　自分が最後まで責任を持って飼えるのか、飼い始める前によく考えてみましょう�

これからペットを飼おうと考えている方へ

　“飼えなくなった”や“路上でうろついていた”などの理由で全国の自治体に保護された犬や猫の数は、

毎年約42万頭にも上ります。また、十勝総合振興局における犬や猫の引き取り頭数は平成23年度で３８５頭

で、そのうち約４割に当たる１５９頭もの愛くるしい命が、殺処分などにより失われています。人間の身勝

手な都合で、ペットの生死が左右されます。ペットを飼うことで楽しいことだけでなく、困ったことも辛い

ときもありますが、ペットの命を守ることができるのは飼い主だけです。最後まで責任を持って、面倒を見

ましょう。

最期の時まで一緒に！

　飼い主不明のペットが保護されていたにもかかわらず、飼い主からの連絡が遅れたばかりに、保護期間を

過ぎて殺処分になってしまうこともあります。いなくなっても「そのうち帰ってくるだろう」と、のんびり

して捜さないのは、捨てたのと同じ行為です。ペットの安全を守るのは、飼い主の責任です。いなくなった

らすぐに捜しましょう。

迷子になったペットを捜さないのは捨てたのと同じ

a動物を飼う前に考えること

□あなたの住まいはペットを飼える住宅ですか？

□家族に動物に対するアレルギーを持っている人は

いませんか？

□近隣に迷惑を掛けないよう配慮できますか？

□毎日の世話に、時間と手間を掛けられますか？

□転勤などで飼えなくなることはありませんか？

□病気になったときに治療を受けさせてあげられ

ますか？

□ペットの一生にかかる費用を考えましたか？

□一生面倒を見ることができますか？

a迷子にさせないために aいなくなったら

　動物の愛護及び管理に関する

法律で、家庭動物に飼い主の氏

名、電話番号などの連絡先を記

した首輪や名札、市町村から交

付される鑑礼などを装着するこ

とが義務付けられています。迷

子になっても、飼い主が分かる

ように連絡先を明示しましょう。

　飼っている動物がいなくなったら、すぐに役場や保健所に連絡して

ください。迷子の犬は毎日移動して、遠く離れて行ってしまいます。

捜す範囲が拡大するほか、ペットが事故に遭う可能性も高くなります。

▼ 捜し方

犬の場合…個々の犬の移動能力を考えて、いなくなった場所を中心に、

同心円を描くように捜していくと効果的です。

猫の場合…いなくなった場所の付近で、身を隠せるような場所を重点

的に捜すと効果的です。

▼ ペットが飼えなくなった理由

　・引っ越し先で飼えない

　・かみ癖がひどい

　・近隣から苦情がきた

　・ペットが病気になった

　・世話ができない　　など

▼ 殺処分を減らすために

　・安易に飼わない

　・捨てない

　・迷子にさせない

　・いなくなったらすぐに捜す

　・鑑札や名札をつける

　・不妊去勢措置をする

　　（無計画に繁殖させない）

十勝総合振興局における犬猫取り扱い頭数の内訳

犬

年　度
取り扱い

頭数

引き取り頭数 処 分 頭 数

所有者 拾得者 返 還 譲 渡 殺処分等

平成21年度 270 48 222 43 131 96

平成22年度 213 58 155 31 85 97

平成23年度 153 33 120 54 55 44

猫

年　度
取り扱い

頭数

引き取り頭数 処 分 頭 数

所有者 拾得者 返 還 譲 渡 殺処分等

平成21年度 318 39 279 1 143 174

平成22年度 287 52 235 0 131 156

平成23年度 232 38 194 0 117 115

飼い主のマナー

★しつけをしましょう

　基本的なしつけができているペ

ットは、周囲の人に安心感を与え

ます。また、災害時に避難先でも

受け入れやすくなり、ペット自身

のストレスも軽減することができ

ます。

★衛生面に気を付けましょう

　ペットを飼っている場所を清潔

にしましょう。清潔に保つことで

病気の予防にもなります。

　また、臭いなどにより他人に迷

惑が掛からないよう気を付けまし

ょう。

★放し飼いはやめましょう

　犬の放し飼いや、リードを外し

ての散歩は、人への危害を防ぐた

めに法律や条例で原則禁止されて

います。飼い主一人一人が自覚を

持ち、ルールやマナーを守りまし

ょう。

★ふんの後始末を

　きちんとしましょう

　ふんの放置は、周囲の人に不快

感を与え迷惑を掛けます。特に散

歩をさせる場合は、ビニール袋な

どを携帯し、公園や道路などを汚

さないよう気を付けましょう。

★猫は屋内で飼いましょう

　環境を整えれば、猫は屋内だけ

で心身ともに健康に過ごせます。

放し飼いの猫は、交通事故などの

危険に常にさらされているだけで

なく、感染症などの病気にかかる

こともあります。

★繁殖は計画的に！

　繁殖を予定していない場合は、

不幸な犬や猫を増やさないために

不妊去勢手術をしましょう。手術

のリスクもありますが、病気のリ

スクが軽減でき、世話をする側の

手間も軽くなります。

★狂犬病予防注射をしましょう

　犬は生後91日以上経過したら、

毎年１回、狂犬病予防注射をしま

しょう（狂犬病予防法により義務

付けられています）。町では毎年

４月に集合注射を行っているほか、

動物病院でも打つことができます。

★犬の登録をしましょう

　狂犬病予防法により、生後91日

以降の犬は全て、犬の生涯で１回、

登録をしなくてはなりません。

　また、所在地や所有者に変更等

があったとき、犬が死亡した場合

は、速やかに役場に連絡ください。

★健康管理に気を付けましょう

　ペットの飼育環境を整え、適切

な餌餞を与えましょう。毎日の健康

状態に気を配り、普段と違うとき

はすぐに獣医師に相談しましょう。

　また、定期的に診断を受けるな

どして、健康を守りましょう。
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　足寄中学校（廣瀬正幸校長）で「認知症サ

ポーター養成講座」が行われました。これは

将来を担う若者たちに認知症について学んで

もらおうと町から同校に依頼し実現したもの

で、役場福祉課職員が認知症の特性などを説

明したほか、認知症の人の症状を寸劇にして

紹介。終了後、生徒に認知症サポーターの証

であるオレンジリングが配られました。

２.４ 認知症について学ぶ

１.19 冬の雪道を安全に

１.15 上手く滑れるように

　第57回町民スケート大会が里見が丘スケー

トリンクで開催され、幼児から一般までの81

人が参加し、１００ｍや５００ｍなど17種目

で競い合いました。日ごろの練習の成果を発

揮しようと、力いっぱい滑走する選手に詰め

掛けた父母などから大きな声援が飛んでいま

した。

２.２ 自己ベストを目指して

２.２ 冬の夜空を照らす
　「ウッドキャンドルナイト２０１３」があ

しょろ銀河ホール21前広場で行われ、町内外

から約５００人が訪れました。会場には本町

の森林資源であるカラマツの林地残材を活用

したウッドキャンドルや、アイスキャンドル

が飾られ、来場者は無料で配られたココアや

マシュマロを手に幻想的な夜を楽しみました。

　除雪サポート町民ネットワーク（新沼芳彦

代表）の会員など約50人が参加し、市街地の

国道脇の除排雪を行いました。この活動は、

冬期間歩行者が安全に通行できるようにと、

足寄建青会や足寄町商工会青年部などが道開

発局のボランティア・サポート・プログラム

の会員として、除排雪作業を行っています。

１.20 楽しく過ごす

１.29 餅つきを体験
　足寄中学校（廣瀬正幸校長）の２年生57人

が総合的な学習の時間を利用して餅つきを体

験しました。これは、地域の人との触れ合い

と新校舎落成を祝って行われたもので、足寄

もちつき隊のメンバー７人が協力。生徒たち

は、掛け声に合わせきねを振るったり、つい

た餅を手で丸めたりしました。

２. １ 鬼は外！福は内！
　足寄保育園どんぐり（寺田幸子園長）で節

分の豆まきが行われました。園児たちは金棒

を持って向かってくる鬼に「鬼は外、福は内」

と大きな声を出しながら、一生懸命豆を投げ

ました。中には鬼が怖くて泣いてしまう子も

いましたが、最後には全員で鬼を追い払いま

した。

　昔のお正月あそび２０１３（足寄町地域子

ども会育成連絡協議会主催）が町民センター

で開催され、幼児や小学生など80人が参加。

子どもたちはペットボトルを使った弓矢作り

に挑戦し、縁日の射的で試し打ちしました。

また、餅つきや縁日のほか、昔懐かしいお正

月の遊びも催され、楽しく過ごしていました。

　小学１年生から中学３年生までを対象とし

たジュニアスキー教室（町教育委員会主催、

全３回）が里見が丘スキー場で開かれ、43人

が参加。参加者はレベルごとに分かれ、同連

盟の指導員から安全に滑る方法や上手なター

ンの仕方など、基礎から上級にステップアッ

プするスキー技術を楽しく学びました。
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２.６ 保育園を知ろう

２.５ 感性溢れる作品ぞろい

　足寄保育園どんぐり（寺田幸子園長）で一

日開放が行われ、１歳から４歳までの子ども

11人とその保護者が訪れました。これは入園

前に保育園の様子を知ってもらおうと行われ

たもので、子どもたちは園児と一緒に遊具で

遊んだり、手遊びをしたりして楽しい時間を

過ごしました。

２.10 冬の自然を満喫

２.11 優勝を目指して
　第52回全十勝小中学校選抜スピードスケー

ト選手権大会（実行委員会など主催）が里見

が丘スケートリンクで行われ、十勝管内から

予選を勝ち抜いた89校７５０人が参加。十勝

一を目指して力いっぱい滑走する選手たちに、

応援に駆け付けた家族や指導者などから大き

な声援が送られていました。

　雌阿寒温泉スキーハイキングが行われ、町

内外から56人が参加しました。参加者は歩く

スキーとスノーシューに分かれ、冬の雌阿寒

温泉・オンネトー地区を散策。当日は好天に

恵まれ、参加者は雌阿寒岳や阿寒富士を眺め

ながら、大自然の中で心地よい汗を流してい

ました。

　「旭町ふれあいプラザ作品展」が町民セン

ターロビーで開催されました。会場には、同

プラザで活動する会員手作りの作品１００点

余りが展示。大小の皿や花瓶などの陶芸作品

とフクロウや野鳥の置物、花柄が彫られた椅

子などの木彫作品が並べられ、訪れた町民ら

は手の込んだ作品に感心していました。川上修一・由美子さ
んが「農林水産大臣賞」を受賞！

鳥羽秀男さ
んが「地域特産物マイスター」に認定！

全国麦作共励会

十勝管内で初の認定

受賞報告に役場を訪れた川上さ
ん夫妻

認定証を手に笑顔の鳥羽さ
ん夫妻

　㈳全国米麦改良協会と全国農業

協同組合中央会が共催する、平成

24年度「全国麦作共励会」の農家

の部で川上修一さ
ん・由美子さ

ん夫妻

（上利別）が最高賞となる「農林

水産大臣賞」に輝きました。

　全国麦作共励会とは、国内産麦

の生産振興を図るため、生産技術

の向上や経営改善の面から創意工

夫がみられ、先進的で他の模範と

なる麦作農家および麦作集団を審

　㈶日本特産物協会が実施する平

成24年度「地域特産物マイスター」

に十勝管内で初めて鳥羽秀男さ
ん（鷲

府）が認定されました。

　地域特産物マイスターとは、同

協会が「地域特産物の栽培や加工

などの分野で長年の経験と優れた

技術を持ち、また、地域の指導的

な役割を担う人材」を認定するも

の。平成12年度から始まり、十勝

管内からの認定は鳥羽さ
んが初めて

査、表彰するもの。本年度は全国

から80個人、54団体が参加し、川

上さ
んを含む６個人と、５団体が表

彰を受けました。

　川上さ
んは、妻の由美子さ

んと娘夫

婦の堀達也さ
ん、知恵さ

んの４人で、

小麦のほか、豆類、テンサイ、ジ

ャガイモなどを作付けしています。

小麦の高収量の秘訣は「土づくり」

と話し、きめ細かな施肥を心掛け

ているとのこと。

となります。

　鳥羽さ
んは、25年前から北海道遺

産でもある町特産品の「螺湾ブキ」

を栽培。足寄町農業協同組合のら

わんブキ生産部会（部員23人）の

部会長も務めるほか、妻の昇子さ
ん

も毎年町内の小学生を受け入れ、

螺湾ブキを通した食育活動に力を

入れています。鳥羽さ
んは「栽培マ

ニュアルなど何もない中で試行錯

誤の連続だった」と栽培の苦労を

　川上さ
んは「どんなに素晴らしい

技術を使ったとしても、畑の力が

整っていなければ意味がない。こ

れからも土づくりに力を入れてい

きたい」と抱負を語りました。 

　また、由美子さ
んは「主人が信念

を持って『土づくり』をコツコツ

続けてきたことが評価された結果。

酪農家の方との交換耕作ができて

いるのは『人づくり』のたまもの」

と笑顔を見せました。

語りました。十勝農業改良普及セ

ンター十勝東北部支所の助言を受

け、農業用べた掛け資材で畑を覆

い、螺湾ブキの虫食いを激減。品

質向上と収量アップが図られまし

た。

　鳥羽さ
んは「収量が安定しないと

螺湾ブキを農作物として栽培し続

けられない。今後も仲間と協力し

て栽培技術を確立し、螺湾ブキを

全国区にしたい」と話しました。



いつでも、

どこでも、

だれでも、

なにからでも、 

1011

通算　第91号

学 習

生 涯

姉
妹
都
市
か
ら
ゲ
ス
ト
来
町

　

足
寄
町
青
年
協
議
会
（
八
木
沼
知
則
会
長
）

で
は
、
会
員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
在
住
か
、
町
内
で
勤
労
し
て
い
る
青

年
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。

※
現
会
員
の
年
齢
は
、
19
歳
か
ら
38
歳
で
、

18
人
の
会
員
で
活
動
中
で
す
。

　

み
ん
な
で
何
か
を
や
っ
て
み
た
い
方
、
本

音
で
語
り
合
う
仲
間
づ
く
り
を
し
た
い
方
、

思
い
切
り
笑
い
た
い
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
が
あ
る
方
な
ど
、
そ
ん
な
あ
な
た
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

　

教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
方
を
対
象
と
し
た
、
ふ
る
さ
と
足
寄
１

０
０
年
塾
「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」
の
第
13

期
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
講
座
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
修
学

旅
行
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
再
発
見
や
趣

味
の
拡
大
、
新
し
い
友
人
づ
く
り
な
ど
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
新
た
な
生
き
が
い
や
探
し

て
い
た
何
か
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

対　
　

象　

60
歳
以
上
の
方

 
（
町
内
在
住
で
通
学
可
能
な
方
）

定　
　

員　

30
人
（
多
数
の
場
合
選
考
）

学
習
期
間　

２
年
間

 

（
平
成
25
年
５
月
～
27
年
３
月
）

学

習

日　

原
則
と
し
て
毎
月
第
２
水
曜
日

学
習
場
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
が
中
心

学
習
内
容　

①
健
康
づ
く
り
や
教
養
を
高
め

る
各
種
講
座

　
　
　
　
　

②
書
道
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

ク
ラ
ブ
活
動　
　

ほ
か

授

業

料　

無
料
（
教
材
費
は
実
費
負
担
）

申
し
込
み　

電
話
で
教
育
委
員
会
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

４
月
12
日
㈮

詳　
　

細　

生
涯
学
習
室
☎
25

－

３
１
８
８

　

家
庭
で
子
育
て
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
お
母

さ
ん
、
お
父
さ
ん
。
育
児
や
し
つ
け
の
こ
と
、

子
ど
も
の
健
康
の
こ
と
な
ど
、
ひ
と
り
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
お
母
さ
ん
、
お

父
さ
ん
を
応
援
す
る
、
子
育
て
支
援
・
学
習

と
交
流
の
会
「
す
く
す
く
」
で
は
、
平
成
25

年
度
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

会
で
は
、
５
月
か
ら
２
月
ま
で
の
毎
月
１

回
、
子
育
て
に
関
す
る
講
話
や
離
乳
食
の
調

理
実
習
、
参
加
者
同
士
に
よ
る
情
報
交
換
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
会
員
募
集
の
詳

細
は
、
子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

学 習

生 涯

第
13
期
生
募
集

学 習

生 涯
「
す
く
す
く
」

�

会
員
募
集

学 習

生 涯

青
年
協
議
会

�

会
員
募
集

　

教
育
委
員
会
で
は
、
子
育
て
支
援
に
関
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
編
集
員

　

子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
を
月

１
回
発
行
し
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向
け

に
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
編
集
会
議
へ
の
参
加
や
原
稿
を
執
筆
し

て
い
た
だ
け
る
編
集
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
は
、

不
用
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
の
提
供
や
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
し
出
し
を
、
毎
月

１
回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
前

日
の
準
備
と
当
日
運
営
に
当
た
っ
て
い
た
だ

く
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

両
事
業
と
も
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
お
母

さ
ん
た
ち
の
ご
協
力
で
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

活
動
時
間
帯
等
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

学 習

生 涯

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

勤
労
青
年
を
道
外
に
派
遣
し
、
研
修
を
通

じ
て
広
い
視
野
と
地
域
活
動
へ
の
意
識
高
揚

の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
、
実
践
力
の
あ
る
青

年
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
平
成
24
年
度
勤
労
青
年
国
内
研
修
事
業

を
２
月
５
日
か
ら
10
日
の
日
程
で
、福
岡
市
、

長
崎
市
を
研
修
先
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
武
田
圭
司
さ
ん

（
団
長
）、

柴
崎
美
来
さ
ん

、
庄
司
達
也
さ
ん

、
千
代
佳
奈
さ
ん

の
４
人
で
、
福
岡
市
の
九
州
大
学
訪
問
や
同

大
学
の
農
場
で
の
実
習
体
験
、
長
崎
平
和
公

園
の
見
学
な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
が
、
今
後
の
青
年
活
動
に
生

か
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

友
好
姉
妹
都
市
の
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ

州
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
か
ら
、
中
高
生
訪

問
団
が
来
町
し
ま
す
。

　

同
市
か
ら
の
中
高
生
に
よ
る
訪
問
団
は
、

２
年
振
り
と
な
り
、
中
学
生
、
高
校
生
そ
れ

ぞ
れ
７
人
と
引
率
者
４
人
の
18
人
が
、
４
月

２
日
㈫
か
ら
５
日
㈮
ま
で
の
３
泊
４
日
の
日

程
で
来
町
し
ま
す
。

　

団
長
は
、
グ
ラ
デ
ィ
ス
・
マ
ジ
ェ
ル
ス
キ

ー
同
市
友
好
協
会
会
長
で
、
ビ
ル
・
エ
リ
オ

ッ
ト
市
長
も
引
率
メ
ン
バ
ー
と
し
て
来
町
し

ま
す
。

　

現
在
、
こ
れ
ま
で
同
市
で
多
く
の
町
民
が

盛
大
に
歓
迎
し
て
い
た
だ
い
た
お
礼
も
込
め

て
、
実
行
委
員
会
（
足
寄
町
・
町
教
育
委
員

会
・
Ｗ
Ａ
の
会
）
を
立
ち
上
げ
、
思
い
出
に

残
る
よ
う
な
受
け
入
れ
を
す
べ
く
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

同
市
と
の
友
好
姉
妹
都
市
提
携
も
結
ば
れ

て
か
ら
23
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
秋
に
は
、

足
寄
高
等
学
校
の
１
年
生
全
員
を
、
同
市
に

派
遣
す
る
計
画
も
進
め
て
い
ま
す
。
ま
す
ま

す
両
市
町
の
友
好
の
絆
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

学 習

生 涯

勤
労
青
年

　

国
内
研
修

カ
ナ
ダ
・
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
か
ら
18
人
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博
物
館
情
報

フ
ォ
ス
ト
リ
ー
へ
Ｇ
Ｏ

総
合
体
育
館
情
報

イ

チ

オ

シ
！

２種類のサメの歯

サ
メ
の
歯
が
進
化
！

　

博
物
館
で
の
ミ
ニ
発
掘
体
験
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
化
石
の
発
掘
が
で
き
る
た
め
人
気
と
な

っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
か
ら
は
、
さ
ら

に
大
き
な
サ
メ
の
歯
２
種
類
に
大
型
の
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
が
加
わ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
要
望
の
多
か
っ
た
「
恐
竜
の
骨
」

も
登
場
し
ま
す
。２
㎝
ほ
ど
の
骨
片
で
す
が
、

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
発

掘
さ
れ
た
恐
竜
で
す
。
新
た
な
仲
間
が
加
わ

っ
た
ミ
ニ
発
掘
を
体
験
し
に
、
春
休
み
も
博

物
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

詳　
　

細　

博
物
館 

☎
25

－

９
１
０
０

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
ご
案
内

　

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る

５
人
以
上
の
団
体
が
加
入
で
き
ま
す
。

　

活
動
中
の
ケ
ガ
や
行
き
帰
り
の
ケ
ガ
、
事

故
な
ど
に
対
応
し
て
お
り
、
万
が
一
に
備
え

て
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

同
保
険
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
申
込
用
紙
は
、

総
合
体
育
館
と
町
民
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い

ま
す
。
な
お
、
複
数
の
団
体
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
団
体
ご
と
の
加
入
と
な
り
ま
す
の

で
、
申
込
種
目
以
外
で
ケ
ガ
を
さ
れ
た
場
合

は
保
険
適
用
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

詳　

細　

総
合
体
育
館 
☎
25

－

３
１
９
１

平
成
25
年
度
新
入
学
児
童

　

今
年
新
た
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
は
、

平
成
18
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
60
人
で
す
。

　

新
1
年
生
の
ご
家
庭
に
は
、
入
学
通
知
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
不
明
な
点
な
ど
は

教
育
委
員
会
教
育
総
務
室
（
☎
25

－

３
１
８

８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

（
平
成
25
年
２
月
末
日
現
在
・
敬
称
略
）

足
寄
小
学
校
（
54
人
）

　

青　

木　

大　

悟　
　

池　

内　

永　

遠

　

石　

田　

杜　

喜　
　

岩　

渕　
　
　

央

　

尾　

野　
　
　

匠　
　

上
屋
敷　

玲　

埜

　

黒　

田　

涼　

成　
　

桜　

井　

愛
二
郎

　

柴　

山　

海　

斗　
　

清　

水　

蓮　

飛

　

鈴　

木　
　
　

怜　
　

須　

藤　

僚　

牙

　

髙　

橋　

拓　

磨　
　

田　

辺　

菖
太
郎

　

谷　
　
　

純　

哉　
　

寺　

本　

日
向
多

　

留　

田　

陽　

和　
　

豊　

島　

虹　

季

　

堂　

田　

悠　

斗　
　

中　

原　

優　

太

　

長　

田　
　
　

郷　
　

新　

山　

佳
乃
祐

　

狭　

間　

創　

太　
　

松　

川　
　
　

慧

　

森　
　
　

柚　

稀　
　

森　

山　
　
　

学

　

米　

川　

玲　

央　
　

渡　

邉　

颯　

天

　

青　

木　

琴　

音　
　

愛　

宕　

歩　

華

　

石　

田　

藍　

珈　
　

伊　

藤　

妃
真
里

　

伊　

藤　

優　

衣　
　

岩　

山　

乙　

華

　

大　

風　

心
咲
子　
　

大　

野　

瑠　

花

　

小　

沢　
　
　

凜　
　

川　

﨑　

知　

奈

　

久
保
田　

悠　

楓　
　

近　

藤　

梨
央
奈

　

斉　

藤　

誉
乃
樺　
　

笹　

本　

瑞　

季

　

佐　

藤　

由　

菜　
　

東　

雲　

日　

和

　

島　

田　

夏　

希　
　

白　

澤　

叶　

羽

　

田　

中　

李　

花　
　

堤　
　
　

ゆ　

な

　

新　

妻　

姫　

梛　
　

盛　

合　

綾　

乃

　

森　

川　

愛　

香　
　

諸　

橋　

愛　

歌

　

渡　

邊　

紗　

希　
　

渡　

部　

雪　

舞

螺
湾
小
学
校　

（
１
人
）

　

木　

村　

那
々
美　
　
　

大
誉
地
小
学
校
（
２
人
）

　

佐　

藤　

聡
一
郎　
　

長　

田　

蒼　

子

芽
登
小
学
校　

（
３
人
）

　

方　

川　

寛　

翔　
　

長　

野　

将　

悟

　

奈
良
岡　
　
　

優

お
知
ら
せ

　

教
育
的
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
を
対
象

に
、
教
育
委
員
会
が
認
め
た
場
合
に
限
り
、

就
学
指
定
校
を
変
更
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
教
育
総
務
室
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

図
書
室

ほ
っ
と

情
報

第
36
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

　

今
回
で
第
36
回
目
を
迎
え
た
町
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
町
内
の
児
童
・
生
徒

か
ら
５
０
３
点
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
皆
さ

ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。(

敬
称
略)

※
表
彰
式
は
、
３
月
９
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

◎
小
学
１
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

木
村　

藍
梨

　

優

秀

賞　

阿
部
優
里
花

　

入　
　

選　

北
岡　
　

晟　

佐
藤　
　

碧

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

眞
斗

◎
小
学
２
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

蓑
島　
　

望

　

優

秀

賞　

@
村　
　

凜

　

入　
　

選　

池
田　

詩
織　

小
原　

望
結

　
　
　
　
　
　

廣
田　

好
香

◎
小
学
３
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

北
岡　

倖
歩

　

優

秀

賞　

福
光　

颯
汰　

細
矢
菜
々
子

　

入　
　

選　

秋
山　

知
毅　

仁
木　
　

翼

　
　
　
　
　
　

八
倉
巻
乃
杏

◎
小
学
４
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

山
根　

幸
樹

　

優

秀

賞　

方
川　

美
咲　

蓑
島　
　

綾

　

入　
　

選　

安
久
津
実
生　

児
玉
菜
々
子

　
　
　
　
　
　

田
口　

怜
依　

野
崎　
　

颯

◎
小
学
５
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

伊
藤　

力
哉

　

優

秀

賞　

両
角　

航
希

　

入　
　

選　

桑
原
健
太
朗　

佐
々
木
瑠
奈

　
　
　
　
　
　

山
田　

優
晏

◎
小
学
６
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

近
藤　

弥
友

　

優

秀

賞　

加
藤　

朋
樹　

　

入　
　

選　

木
村　

海
斗　

白
鳥　

美
和

　
　
　
　
　
　

菅
田
美
紗
希

◎
中
学
１
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

尾
西　

将
宏

　

優

秀

賞　

武
藤
彌
耶
美

　

入　
　

選　

大
嶌　

結
衣　

大
平
宗
太
朗

　
　
　
　
　
　

久
米　

睦
子　

辻
本　

雄
真

◎
中
学
２
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

伊
藤　

美
咲

　

優

秀

賞　

新
津　

杏
佳

　

入　
　

選　

管
野　

菜
奈　

佐
々
木　

舞

◎
中
学
３
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

菅
原　

和
実

　

優

秀

賞　

松
寿　

春
華

　

入　
　

選　

尾
岸　

拓
真　

斉
藤
菜
々
華

　
　
　
　
　
　

藤
岡　

博
基

新

刊

案

内

一
般
書

輝
天
炎
上 

海
堂　
　

尊

ち
ょ
う
ち
ん
そ
で 

江
國　

香
織

キ
ミ
ト
ピ
ア 

舞
城
王
太
郎

冬
芽
の
人 

大
沢　

在
昌

望
郷 

湊　

か
な
え

し
ょ
う
が
の
味
は
熱
い 

綿
矢　

り
さ

い
ち
ば
ん
長
い
夜
に 

乃
南　

ア
サ

夫
婦
の
散
歩
道 

津
村　

節
子

私
と
踊
っ
て 

恩
田　
　

陸

信
長
影
絵 

津
本　
　

陽

笑
う
ハ
ー
レ
キ
ン 

道
尾　

秀
介

我
、
涙
し
て
う
ず
く
ま
り 

丸
山　

健
二

孤
独
な
放
火
魔 

夏
樹　

静
子

そ
れ
を
愛
と
ま
ち
が
え
る
か
ら 

井
上　

荒
野

た
っ
た
ひ
と
り 

乾　
　

ル
カ

月
の
魔
法 

川
上　

健
一

欠
落 

今
野　
　

敏

フ
リ
ー
ダ
ム 

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
フ
ラ
ン
ゼ
ン

終
わ
り
の
感
覚 

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
バ
ー
ン
ズ

六
人
目
の
少
女 

ド
ナ
ー
ト
・
カ
ッ
リ
ー
ジ

ス
テ
ッ
チ
図
鑑

－

刺
繍
の
す
べ
て
が
わ
か
る

 

マ
ギ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン

和
食
屋
の
和
弁
当

－

毎
日
食
べ
た
い
、
し
み

じ
み
う
ま
い
。 

笠
原　

将
弘

作
り
お
き
お
か
ず
＆
食
べ
合
わ
せ
で
か
ん
た

ん
薬
膳
ご
は
ん 

植
木
も
も
子

児
童
書

ね
む
り
ひ
め 

荒
井　

良
二

ど
ど
の
ろ
う 

穂
高　

順
也

あ
い
う
え
お
の
せ
き
が
え 

宮
下
す
ず
か

お
れ
は
ワ
ニ
だ
ぜ 

渡
辺　

有
一

世
界
と
で
あ
う
え
ほ
ん 
て
づ
か
あ
け
み

オ
ニ
た
い
じ 
森　
　

絵
都

い
じ
わ
る 

せ
な
け
い
こ

ね
こ
の
た
か
ら
さ
が
し 

さ
え
ぐ
さ
ひ
ろ
こ

お
ひ
な
さ
ま
の
い
え 

ね
ぎ
し
れ
い
こ

チ
ャ
ー
リ
ー
の
は
じ
め
て
の
よ
る

 

エ
イ
ミ
ー
・
ヘ
ス
ト

い
い
こ
で
ね
ん
ね

 

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
エ
ズ
ラ
・
シ
ュ
タ
イ
ン

子
ど
も
図
書
室
に
お
い
で
よ
！

　

子
ど
も
図
書
室
に
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
や

き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス
な
ど
の
絵
本
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
子
ど
も
図
書

室
に
来
て
く
だ
さ
い
。

詳　
　

細　

図
書
室 

☎
25

－

３
１
８
８
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特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
開
始
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
（
報
酬
比
例

部
分
）
の
受
給
開
始
年
齢
が
平
成
25
年
度
か

ら
60
歳
か
ら
65
歳
へ
と
段
階
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

60
歳
代
前
半
に
お
け
る
老
齢
厚
生
年
金
の
繰

り
上
げ
請
求
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
老
齢
厚
生
年
金
と
老
齢
基
礎
年

金
を
同
時
に
繰
上
げ
請
求
す
る
こ
と
と
な
り
、

年
金
額
は
生
涯
に
わ
た
り
減
額
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
受
け
取

れ
る
「
老
齢
厚
生
年
金
」

　

民
間
企
業
な
ど
に
勤
め
現
役
時
代
に
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
は
、
老
後
に
受
け

取
る
年
金
と
し
て
「
老
齢
基
礎
年
金
」
に
加

え
、「
老
齢
厚
生
年
金
」
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

「
老
齢
厚
生
年
金
」
と
は
、
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
た
人
が
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上

乗
せ
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
年
金
の

こ
と
で
す
。

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
（
報
酬
比
例

部
分
）
の
受
給
開
始
年
齢
が
引
き
上
げ

　

受
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
は
、
男
性
の

場
合
は
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
37
年
度
に
か

け
て
、
女
性
の
場
合
は
平
成
30
年
度
か
ら
平

成
42
年
度
に
か
け
、
段
階
的
に
行
わ
れ
て
い

き
ま
す
（
下
図
「
厚
生
年
金
受
給
開
始
年
齢

早
見
表
」
参
照
）。

60
歳
を
迎
え
る
方
に
は
「
年
金
に
関
す
る 

お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
60
歳
を
迎
え
る
方

に
送
付
す
る
「
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」

な
ど
で
、
そ
の
時
点
で
の
皆
さ
ん
の
「
老
齢

基
礎
年
金
」
や
「
老
齢
厚
生
年
金
」
の
受
給

開
始
年
齢
や
年
金
見
込
額
等
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

詳　

細

　

帯
広
年
金
事
務
所

 

☎
０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

　

役
場
住
民
課
住
民
室
戸
籍
年
金
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

み
ん
な
の
国
民
年
金

昭和16年4月2日～

昭和18年4月1日生まれ

男　　性

老齢厚生年金

老齢基礎年金

昭和24年4月2日～

昭和28年4月1日生まれ

昭和29年4月2日～

昭和33年4月1日生まれ

昭和28年4月2日～

昭和30年4月1日生まれ

昭和33年4月2日～

昭和35年4月1日生まれ

昭和30年4月2日～

昭和32年4月1日生まれ

昭和35年4月2日～

昭和37年4月1日生まれ

昭和32年4月2日～

昭和34年4月1日生まれ

昭和37年4月2日～

昭和39年4月1日生まれ

昭和34年4月2日～

昭和36年4月1日生まれ

昭和39年4月2日～

昭和41年4月1日生まれ

昭和36年4月2日

 以降に生まれた方 
昭和41年4月2日

 以降に生まれた方 

女　　性 60歳
▼

61歳
▼

62歳
▼

63歳
▼

64歳
▼

65歳
▼

老齢厚生年金

老齢基礎年金

老齢厚生年金

老齢基礎年金

老齢厚生年金

老齢基礎年金

老齢厚生年金

老齢基礎年金

老齢厚生年金

老齢基礎年金

厚生年金（報酬比例部分）

※ご自分の性別と生年月日から受給開始年齢をご確認ください。

厚生年金受給開始年齢　早見表

平
成
25
年
４
月
か
ら
小
学
生
に
な
る
お
子
さ
ん
の

乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
中
の
方
へ

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
差
し
替
え
し
ま
す

　

平
成
18
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
「
乳
幼
児
及
び

児
童
医
療
費
受
給
者
証
」（
以
下「
受
給
者
証
」）

は
、
平
成
25
年
３
月
末
を
も
っ
て
有
効
期
間

が
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
受
給
者
証
の
更

新
を
行
い
ま
す
。

■
新
し
い
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

　

新
し
い
受
給
者
証
は
３
月
末
ま
で
に
各
家

庭
に
郵
送
し
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
受
給
者

証
は
返
還
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
４

月
以
降
に
各
自
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■
医
療
費
の
助
成
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

未
就
学
児
の
場
合
、
医
療
費
は
全
額
助
成

で
す
が
、
小
学
生
に
な
る
と
世
帯
の
住
民
税

の
課
税
状
況
に
よ
っ
て
助
成
内
容
が
変
わ
り

ま
す
。
新
し
い
受
給
者
証
と
同
封
さ
れ
て
い

る
通
知
を
ご
確
認
し
、
不
明
な
点
が
あ
れ
ば

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
給
者
証
の
更
新
時
期
に
つ
い
て

　

受
給
者
証
は
世
帯
全
員
の
所
得
等
を
確
認

し
た
上
で
、毎
年
８
月
１
日
に
更
新
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
毎
年
４
月
１
日
に
は
、
新
た
に
小

学
生
に
な
る
お
子
さ
ん
の
み
、
受
給
者
証
の

記
載
内
容
等
を
変
更
す
る
た
め
、
一
度
更
新

を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
現
役
並
所
得
の
方
を
除
い
た
70
歳

か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
に
交
付
し
て
い
る
「
国
民
健
康
保
険
高

齢
受
給
者
証
」（
以
下
「
高
齢
受
給
者
証
」）は
、

医
療
機
関
等
で
支
払
う
自
己
負
担
額
が
４
月

以
降
も
１
割
負
担
に
継
続
と
な
る
た
め
、
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
に
差
し
替
え
を
行
い
ま
す
。

・
４
月
以
降
も
１
割
負
担
に
対
応
し
た
新
し

い
高
齢
受
給
者
証
を
３
月
末
ま
で
に
各
家

庭
に
郵
送
し
ま
す
。

・
現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
は
４
月
以

降
役
場
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
役
並
所
得
（
高
齢
受
給
者
証
に「
３
割
」

と
表
記
）
の
方
は
差
し
替
え
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
は
、
役
場

に
返
却
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

３
月
末
に
郵
送
す
る
高
齢
受
給
者
証
と
間

違
え
や
す
い
た
め
、
現
高
齢
受
給
者
証
と

新
高
齢
受
給
者
証
を
よ
く
見
比
べ
、
返
却

の
際
に
は
新
高
齢
受
給
者
証
を
返
却
さ
れ

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

変　更　日
受給者証

の色

医療費の助成方法（医療機関等の所在地により異なります）

入　　院 通　　院

平成25年４月から 水　色
【十勝管内】現物給付

【十勝管外】償還払い

【足寄町内】現物給付

【足寄町外】償還払い

●現物給付…医療機関等窓口で助成が受けられます（医療費の２割または全額を助成）。

●償還払い…医療機関等窓口で医療費の３割を自己負担し、役場に申請すると後日助成

額が支給されます（印鑑・通帳・健康保険証・領収書が必要です）。

●ご自分の「国民健康保険高齢受給者証」の「一部負担金の割合」をご確認ください。

詳　　細　住民課住民室保険担当　☎２５－２１４１内線２１６

一　　般
現役並所得の方

※差し替えなし

現受給者証
（平成25年３月まで）

２割（平成25年３月31日までは１割） ３割

新受給者証
（平成25年４月から）

２割（平成25年７月31日までは１割） ３割

乳幼児及び児童医療費受給者証の変更点

国民健康保険高齢受給者証の記載内容の変更点
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消費生活Ｑ＆Ａ

石井布美子消費生活専門相談員

第
４
回

おしえて、石井ちゃん！

春
は
、
進
学
や
就
職
な
ど
で
、
賃
貸
住
宅
を

借
り
た
り
、
引
っ
越
し
た
り
す
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
賃
貸
住
宅
で
最
も

多
い
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
る
退
去
時
の
「
原
状
回

復
」
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

✿
原
状
回
復
っ
て
何
？

　

賃
貸
住
宅
の
入
居
者
は
、
退
去
時
に
住
宅

の
内
装
や
設
備
等
の
汚
れ
・
破
損
を
入
居
前

の
状
態
に
戻
す
義
務
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

「
原
状
回
復
」
と
い
い
ま
す
が
、
完
全
に
入

居
前
の
状
態
に
戻
す
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
居
年
数
の
経
過
に
伴
っ
て
生
じ
る
損
耗
（
経

年
劣
化
）
や
、
通
常
の
生
活
に
伴
っ
て
生
じ

る
程
度
の
損
耗
（
通
常
損
耗
）
は
、
原
状
回

復
義
務
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
次
の
入
居
者
を
確
保
す
る
た
め

に
行
う
設
備
交
換
や
化
粧
直
し
な
ど
の
リ
フ

ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
借
主
（
入
居
者
）
が

払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
借
主

の
不
注
意
や
故
意
に
よ
る
破
損
の
場
合
は
、

修
繕
費
用
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
経
年
劣
化
や
通
常
損
耗
と
見
な
さ
れ
る
例

　
　

日
焼
け
な
ど
に
よ
る
畳
や
ク
ロ
ス
の
変

色
、
壁
に
張
っ
た
ポ
ス
タ
ー
や
絵
画
の
跡
、

画
び
ょ
う
の
穴
、
家
具
の
設
置
に
よ
る
カ

ー
ペ
ッ
ト
の
へ
こ
み
な
ど

・
借
主
の
不
注
意
や
故
意
と
見
な
さ
れ
る
例

　
　

た
ば
こ
に
よ
る
畳
の
焼
け
焦
げ
、
引
っ

越
し
作
業
に
よ
る
引
っ
か
き
傷
、
結
露
を

放
置
し
て
拡
大
し
た
染
み
や
カ
ビ
、
風
呂
・

ト
イ
レ
・
洗
面
台
の
水
垢
や
カ
ビ
、
台
所

の
油
汚
れ
、
落
書
き
な
ど

✿
原
状
回
復
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
？

　

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
の
多
く
は
、
退
去
時
の

損
耗
が
入
居
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
な
の
か
、

入
居
中
の
借
主
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
っ
き

り
し
な
い
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
は
、
入
居
時
と

退
去
時
に
貸
主
（
大
家
）
と
借
主
が
双
方
立

会
い
の
下
、
物
件
の
状
態
を
よ
く
確
認
し
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
・
記
録
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
（
写
真
な
ど
も
添
付
し
て

お
く
と
な
お
よ
い
）。
ま
た
、
退
去
時
に
原

状
回
復
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
、

契
約
す
る
と
き
に
負
担
範
囲
や
費
用
の
目
安

な
ど
「
原
状
回
復
の
条
件
」
を
、
双
方
で
あ

ら
か
じ
め
合
意
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

✿
他
に
注
意
点
は
？

　

契
約
書
に
は
、
敷
金
の
返
還
に
関
す
る
こ

と
や
禁
止
事
項
、
家
賃
支
払
日
、
退
去
の
申

し
出
時
期
な
ど
、
重
要
な
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
内
容
の
不
明
・
疑
問
点
が
あ
る
場

合
に
は
、
遠
慮
せ
ず
貸
主
に
確
認
し
、
内
容

を
よ
く
理
解
し
た
上
で
契
約
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
最
近
は
電
話
や
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
の
や
り
取
り
だ
け
で
、
引
っ
越

し
の
見
積
も
り
を
し
て
く
れ
る
業
者
が
あ
り

ま
す
。
便
利
な
反
面
、
実
際
に
引
っ
越
し
す

る
際
、
ト
ラ
ッ
ク
に
荷
物
が
積
み
切
れ
な
い
、

ド
ア
か
ら
荷
物
が
入
ら
な
い
な
ど
と
、
追
加

費
用
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、
事
業
者

に
実
際
に
訪
問
し
て
も
ら
い
、
見
積
も
り
を

し
て
も
ら
う
と
安
心
で
す
。
ま
た
、
見
積
も

り
は
複
数
の
事
業
者
か
ら
取
る
と
と
も
に
、

事
業
所
選
び
に
は
㈳
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
認
定
す
る
優
良
事
業
所
の
認
定
制
度
を
参

考
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

町
消
費
生
活
相
談
所
に
は
、
原
状
回
復
ト

ラ
ブ
ル
の
防
止
に
役
立
つ
資
料
も
あ
り
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

石
井
ち
ゃ
ん

が
行
っ
た
！

　

１
月
20
日
に
消
費
生
活
出
前
講
座
が
は
た

ら
く
も
の
の
憩
の
家
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
西
町
４
丁
目
自
治
会
か
ら
の
要
請

に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
同
会
会
員
約

40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

石
井
布
美
子
町
消
費
生
活
専
門
相
談
員
が

昨
年
、消
費
生
活
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ
た「
振

り
込
め
詐
欺
」「
外
国
通
貨
買
い
取
り
ト
ラ

ブ
ル
」
な
ど
の
事
例
を
紹
介
。
悪
質
商
法
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
点
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
無
料
で
消
費
生
活
専
門
の
講
師

を
派
遣
す
る
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
等
は
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
自

治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
趣
味
の
仲
間
な
ど
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
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袋角が生えてきた若いエゾシカの雄（７月）

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る 

林
業
被
害
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
な
被
害
と
し
て

は
、
木
の
芽
や
葉
が
食

べ
ら
れ
る
、
樹
皮
が
食

べ
ら
れ
て
木
が
枯
れ
る
、
角
こ
す
り

に
よ
っ
て
樹
皮
が
傷
つ
け
ら
れ
る
、

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
角
こ
す
り

に
よ
る
被
害
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
？
牛
の
角
と
は
違

っ
て
、
エ
ゾ
シ
カ
は
雄
だ
け
が
毎
年

生
え
替
わ
る
角
（
枝
角
）
を
持
ち
、

角
の
大
き
さ
は
年
齢
と
共
に
大
き
く

な
り
ま
す
。
シ
カ
の
角
は
皮
膚
が
盛

り
上
が
っ
て
作
ら
れ
、
硬
く
は
な
り

ま
す
が
、
水
に
つ
け
て
い
る
と
吸
水

し
て
軟
ら
か
く
な
り
ま
す
。
角
こ
す

り
は
、
夏
の
袋
を
被
っ
た
状
態
の
角

第84回『エゾシカによる角こすり』

（九州大学北海道演習林林長　久米篤）

新
し
く
生
え
た
角
を
樹
皮
に
こ
す
り

つ
け
、
不
要
と
な
っ
た
角
の
表
皮
を

剥
が
し
ま
す
。
角
こ
す
り
は
特
に
ト

ド
マ
ツ
が
好
ま
れ
る
た
め
、
ト
ド
マ

ツ
植
林
地
で
大
き
な
被
害
が
で
ま
す
。

興
奮
し
た
オ
ス
ジ
カ
は
体
も
こ
す
り

つ
け
て
、
自
分
の
存
在
を
マ
ー
キ
ン

グ
し
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

角
こ
す
り
痕
の
樹
皮
に
は
、
マ
ツ
ヤ

ニ
に
ま
み
れ
た
シ
カ
の
毛
が
た
く
さ

ん
付
い
て
い
ま
す
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林
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（
内
部
に
血
液
が
循

環
し
て
い
る
袋
角
）

が
、
硬
化
し
た
角
（
血

液
循
環
が
止
ま
っ
た

枯
れ
角
）
に
な
る
秋

に
盛
ん
に
行
わ
れ
、

全
国
大
会
出
場

祝
第
33
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
（
２
月

２
日
～
５
日
、
長
野
県
）
に
出
場
す
る
岡
田

翔
君
（
足
寄
中
３
年
）
が
１
月
25
日
に
役
場

を
訪
れ
、
安
久
津
勝
彦
町
長
に
出
場
報
告
を

し
ま
し
た
。

　

岡
田
君
は
、
１
月
に
帯
広
市
で
開
催
さ
れ

た
第
43
回
北
海
道
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
で
３
０
０
０
ｍ
と
５
０
０

０
ｍ
の
２
種
目
に
出
場
。
レ
ー
ス
前
に
腰
を

痛
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
種
目
と
も
大

会
記
録
を
更
新
し
優
勝
。
３
回
目
と
な
る
全

国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。「
全

国
大
会
で
は
自
分
の
滑
り
が
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
、
全
国
か
ら
集
ま
る
ラ
イ

バ
ル
と
の
激
し
い
戦
い
が
待
つ
ほ
か
、
１
０

０
人
を
超
え
る
北
海
道
選
手
団
の
旗
手
も
務

め
ま
す
。「
去
年
の
レ
ー
ス
で
は
長
野
勢
に

表
彰
台
を
独
占
さ
れ
た
の
で
、
今
年
は
ぜ
ひ

北
海
道
勢
で
」と
意
気
込
み
を
語
る
岡
田
君
。

最
後
に
安
久
津
町
長
か
ら
「
体
調
管
理
に
気

を
付
け
て
、
悔
い
の
な
い
レ
ー
ス
が
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
受
け

ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
者

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

　

全
道
大
会
で
の
レ
ー
ス
を
振
り
返
っ
て
み

て
の
感
想
は
？

―
―
腰
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
先
生
方

の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
優
勝
で
き
ま
し
た
。

タ
イ
ム
は
全
然
満
足
い
く
も
の
で
は
な
く
、

60
点
か
ら
70
点
ぐ
ら
い
の
出
来
で
し
た
。

　

全
国
大
会
で
の
秘
策
は
何
か
あ
り
ま
す
か
？

―
―
秘
策
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
ベ
ス

ト
な
滑
り
が
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

応
援
し
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ん
に
一
言
お

願
い
し
ま
す
。

―
―
足
寄
中
学
校
か
ら
自
分
一
人
し
か
全
国

大
会
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
行
け

な
か
っ
た
人
た
ち
の
分
も
頑
張
っ
て
き
ま
す

の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

全
国
大
会
で
は
、
３
０
０
０
ｍ
で
５
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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募　　集

お知らせ

北海道警察官募集

国家公務員採用試験

国税専門官募集

旧銀河カードの使用期限
について

上下水道室からのお知らせ

自動車税の住所変更

安全・有利・簡単な中退共

　平成25年度第１回警察官の募集

を行います。

願書受付期間

　４月１日㈪－17日㈬
　※電子申請の場合は４月12日㈮

午後５時30分まで

一次試験日　５月12日㈰
北海道警察ホームページアドレス

http://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/
※試験場所、受験資格などについ

ては、警察署または最寄りの交

番・駐在所にお問い合わせくだ

さい。

詳　　細 本別警察署

 ☎２２－０１１０

　次のとおり、国家公務員の採用

試験を行います。

申し込み専用アドレス

http://www.jinji-shiken.go.jp/
 juken.html
※試験場所、受験資格などについ

ては、お問い合わせください。

詳　　細 人事院北海道事務局 

 ☎０１１－２４１－１２４８

　国税局や税務署において税務の

スペシャリストとして活躍する国

税専門官を募集します。

受験資格

①昭和58年４月２日から平成４年

４月１日生まれの方

②平成４年４月２日以降生まれで、

大学を卒業した方および平成26

年３月までに大学を卒業する見

込みの方

③人事院が②と同等の資格がある

と認める方

試験種目　基礎能力試験

　　　　　専門試験

受付期間　４月１日㈪－11日㈭
※郵送分は４月２日㈫までの通信

日付印有効

一次試験日　６月９日㈰
※試験場所、２次試験日などにつ

いては、お問い合わせください。

詳　　細 札幌国税局人事第２課

 ☎０１１－２３１－５０１１

　旧銀河カード（マーク印字青・緑）

の使用期限をお知らせします。

使用期限　４月30日㈫
※満点カード（ゴールドカード）は、

５００円での買い物、預金でご

利用ください。

※半端なカードは、新ポイントカ

ードへ打ち替えますのでスタン

プ会事務局へお持ちください。

詳　細 足寄町スタンプ会事務局

 （足寄町商工会内）

 ☎２５－２２３６

　次のようなときは、事前に役場

建設課上下水道室まで届け出くだ

さい。

・引っ越しのとき

・１カ月以上、上下水道を使用し

ないとき

・上下水道の使用者が変わるとき

・上下水道の用途が変わるとき

　（家事用から業務用への変更等）

・上下水道を再び使用するとき

・上下水道料金の請求先または納

入方法が変わるとき

・家を取り壊して上下水道を廃止

するとき

詳　細 役場建設課上下水道室

 上下水道業務担当

 ☎２５－２１４１内線３５５

　自動車税は、毎年４月１日現在

で自動車をお持ちの方に納めてい

ただく道税です。

　住所が変わったら札幌道税事務

所に住所変更の届け出をしてくだ

さい。なお、次の場合は運輸支局

で登録手続きが必要です。

・住所が変わったとき

・自動車を売買したとき

・使用しなくなったとき

詳　細 札幌道税事務所 

 ☎０１１－７４６－１１９０

　中退共の退職金制度は、短時間

労働者のための特例掛金月額も用

意されています。

詳　細 （独）勤労者退職金共済機構

 中小企業退職金共済事業本部

 ☎０３－６９０７－１２３４

農業委員会選挙の投票日は３月27日㈬です全国健康保険協会からの
お知らせ 　農業委員の任期満了に伴う、委員選挙を行います。

　町内には９の投票所が設けられます。投票所と投票時間は表のとおり

です。

※立候補受付日は３月22日㈮です。

詳　細 選挙管理委員会事務局　☎２５－２１４１内線３２０

　全国健康保険協会（協会けんぽ）

北海道支部の平成25年度保険料率

は１０．１２％に据え置きとなり

ます。

　今後も保険料率を上げないため

には、皆さんの健康管理・健康づ

くりが大切です。協会けんぽでは、

被保険者の方（本人）には、がん

検診の内容を含む検査項目が豊富

な「生活習慣病予防健診」を、被

扶養者の方（家族）には手軽に受

診できる「特定健診」を用意して

います。ぜひご利用ください。

　詳しくはお問い合わせください。

詳　細

 全国健康保険協会北海道支部

 ☎０１１－７２６－０３５２

日　　時　４月21日㈰　受　付　午前９時
　　　　　　　　　　　開会式　午前９時30分
集合場所　本別公園駐車場前芝生広場
区　　分　小学生男・女、中学生男・女、高校

生男・女、一般男・女、壮年男子、
壮年（50歳以上）

参 加 料　小・中・高校生　５００円
　　　　　一　　般　　１，５００円
※参加料は郵便小為替または現金書留で、申し

込みと同時に郵送してください。
申込期限　４月５日㈮必着
そ の 他　ホクレン陸上競技部ゲストランナー

が特別参加します。
申込先・詳細
 〒０８９－３３３４　本別町北５丁目８－９
 本別陸上クラブ事務局　篠原順彦
 ☎０９０－５９８６－９２４０

陸別観光物産館
新商品のお知らせ

第27回ほんべつ公園
クロスカントリー大会

　道の駅「オーロラタウン93りくべつ」内、観

光物産館で好評発売中です。陸別町にお越しの

際はお土産にぜひどうぞ。

新商品

「しばれくん・つららちゃん　まんじゅう」 

 １箱６個入り　６３０円

「らくよう三升漬け」 １個　６３０円

「しばれくんマスコットストラップ」

 １個　６３０円

詳　細 陸別観光物産館　☎２７－２０１２

投票区名 投　票　所　名 投票所開閉時間

１ 南区コミュニティセンター ８：00～18：00

２ 中足寄集落センター ８：00～17：00

３ らわん蕗の里 ８：00～17：00

４ 上足寄集落センター ９：00～17：00

５ 鷲府集会所 ８：00～17：00

６ 上利別寿の家 ８：00～17：00

７ 大誉地生活改善センター ８：00～17：00

８ 芽登寿の家 ８：00～17：00

９ 茂喜登牛集落センター ９：00～17：00

試験名 受付期間 一次試験日

総合職
（院卒者） 【インターネット】

４月１日－８日
４月28日

総合職
（大卒程度）

一般職
（大卒程度）

【インターネット】
４月９日－18日

６月16日

一般職
（高卒者）

【インターネット】
６月24日－７月３日

【郵送または持参】
６月24日－28日

９月８日
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☆最近は日も長くなり、少しずつ

ですが春の足音も聞こえてくる

３月。３月と言えば『別れの月』。

進学や就職、転勤で足寄を離れ

る方も多いのではないでしょう

か。

☆そんな皆さんに朗報です。古里

が恋しくなったら、取りあえず

インターネットで「広報あしょ

ろ」と「足寄ルポ」をチェック。

旬な情報はもちろん、懐かしの

あの人が載っているかも。

☆広報担当者は、足寄を思う「あ

なた」のために全力で紙面作り

に励んでいます。

石崎　翔
かけ

琉
る

ち
  ゃ
   ん

� （平成23年３月14日生まれ）

　お姉ちゃんと仲良く遊んで楽

しい日々を過ごしています。言

葉も少しずつ覚えて話すように

なりました。いつまでも健康で

優しい子に育ってね。

� 秀仁・まことさ
んの子

� （南４条５丁目）
真鍋　早

さ

苗
なえ

ち
  ゃ
   ん

� （平成23年４月27日生まれ）

　親子で猫を触って、母「お腹

ふわふわだね」。シャツをまく

り上げて早苗「ちっちゃんはー

ぷにぷにー」。明るく元気に育

ってね。

 雅美・寛子さ
んの子

� （南２条２丁目）

北野　丈
じょう

地
じ

ち
  ゃ
   ん

� （平成23年４月２日生まれ）

　わが家のいたずら好きのジョ

ージは、チーズ、カレー、てん

どんまん、カーズ、猫が大好き

です。４歳の姉とケンカするけ

ど、仲良く毎日遊んでいます。

� 紘平・明起さ
んの子

� （茂喜登牛）

　２月１日に足寄保育園で行われた「節分の

豆まき」でのスナップです。

 （⇒７ページ）　

ひとのうごき
２月末の住民基本台帳

人　口　　７，５３１　人　（－12)

　男　　　３，６４１　人　（－２)

　女　　　３，８９０　人　（－10)

世　帯　　３，５７６世帯（－１)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


